
水源環境保全・再生事業第３期市町村５か年計画 平成２９～３３年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１．将来の目指す森林の姿 

(2) 針葉樹・広葉樹の混交林及び広葉樹

林 

(1) 森林の持つ多面的機能の高い森林 

村の取り組み 

① 地域水源林内にある全ての民有林の整備に着手し、手入れの行き届いた森林へと誘導する 

② 目標林型(針・広混交林、広葉樹林)に向けて、5年周期(計 20年間)で民有林を整備する 

 

２．地域水源林整備の目的と村が目指す森林整備 

 

 

(1) 良質な水の安定的確保 (2) 生物多様性の保全 

 

〔目 的〕 

目 標：森林の持つ公益的機能の向上（表土保護、水源かん養機能・水質浄化機能の向上） 

〔村が目指す森林整備〕 

① 林内照度を高め林床植生衰退の改善 

付 加 価 値 を 

高める取り組み 

② ヤマビルが生息しにくい環境づくり 

③ 森林資源の利活用 ④ 水源林を身近に見て・体験できる環境づくり 

３．事業費及び森林整備面積 

第 3期計画 総事業費：4億 7,190万 7千円 森林整備面積：309.17ha 

〔総事業費・森林整備面積の内訳〕 

計画番号１ 事業費：   7,575 万 2 千円 森林整備面積：111.89ha 

計画番号２ 事業費：2 億 9,821 万 0 千円 森林整備面積：146.00ha 

計画番号３ 事業費：  9,794 万 5 千円 森林整備面積： 51.28ha 


